第３６回市民自治推進委員会　都市調和部会会議録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
	開催日時
	令和５年　２月　２日（木）　１８：１５～１９：００

	開催場所
	登別市鉄南ふれあいセンター　３階　ホール

	出席者
	(部会長)山下　克彦　（副部会長）荒川　昌伸
(部会員)冨永　史人、工藤　保秋
(庁内委員)対馬　秀樹、佐藤　智
(関係職員)篠原　知紀、山﨑　泰弘
有馬　亮太（本庁舎整備推進グループ）
(事務局)大越　智輝、佐々木　健、松下　英冬
(オブザーバ)日本工学院北海道専門学校（学生４名）
登別明日中等教育学校（生徒５名）
登別青嶺高等学校（生徒３名）
(欠席委員)千葉　茂、西尾　拓也

	議題
	・市民に親しみのある新庁舎について


～～～～～前回部会での意見交換を基に、市内各校の学生・生徒によるプレゼンテーションを実施～
[image: ]
[image: ][image: ][image: ]
[image: ][image: ]
【質疑応答】
～北海道登別明日中等教育学校～
（部会員）
　フォトスポットとは、どのような形を構想しているのか。
（登別明日　生徒）
　壁面にイラストを描き、そこで写真撮影を行ってもらうというものを考えている。

～北海道登別青嶺高等学校（グループ１）～
（関係職員）
　ゴミ箱の設置について、どのような観点から設置を考えているのか。
（登別青嶺　生徒）
　環境保全のためと考えている。市内の岡志別の森運動公園のランニングコースなどでもゴミが目立っていることがあり、景観を保つためにも敷地内のゴミ箱の設置は欠かせないと考える。
（関係職員）
　スケートボード場やバスケットコートの設置の提案について、登別市では登別市総合体育館敷地にてスケートボードスペース開放の実証実験を行っていた。その様子は見たことがあるか。
（登別青嶺　生徒）
　登別市総合体育館の利用には利用料がかかることなどから（※実証実験中、スケートボードスペースについては無料開放としていた）利用者は少なかったように思う。新庁舎に設けられれば誰もが自由に気兼ねなく使えるのではないかと考えている。

～北海道登別青嶺高等学校（グループ２）～
（関係職員）
　食品自動販売機の提案があったが、どのような商品に需要があると考えているか。
（登別青嶺　生徒）
　近年はパンやラーメンなど、様々な商品が展開されている。手軽に食べられる商品が人気となるのではないかと思う。

～日本工学院北海道専門学校（グループ１）～
（部会員）
　水を飲める、汲めるコーナーの提案について、京極町のふきだし公園のような形を構想しているのか。
（日本工学院　学生）
　小学校や中学校に設置されている水場をイメージしている。

（関係職員）
　勉強スペースについて、フリーWi－Fiやコンセントの設置を要望する声は多いと思われるが、１団体あたり、どれほどの人数での利用が予想されるか。
（日本工学院　学生）
　私自身は、友人数人との利用が主となると思う。

（関係職員）
　焚き火の提案について、小さな焚き火を個々で囲む、大きなキャンプファイアーを開催するなど様々な手法があると思われるが、どのような構想なのか。
（日本工学院　学生）
　小さな焚き火を複数作り、友人や家族などと囲む想定である。

～日本工学院北海道専門学校（グループ２）～
（部会員）
　幼児ひろばでの遊具の貸し出しではどのような遊具を構想しているのか。
（日本工学院　学生）
　砂場用のスコップなど、幼児向けの小道具の貸し出しを想定している。

（関係職員）
　クリスマスシーズンのイルミネーションは、敷地内のどの部分で開催する構想か。
（日本工学院　学生）
　建物も含め、クリスマスツリー、トナカイなどを敷地内全体に設置したい。

～日本工学院北海道専門学校（グループ３）～
（関係職員）
　現在の計画では庁舎内には勉強スペースを設ける予定であるが、屋外にも設けた方が良いのか。
（日本工学院　学生）
　屋内ではスペースが限られてしまい早々に満員となってしまう恐れがあることや、屋内外に複数のスペースを設けることで気分に合わせて選択ができるようにもなることから、屋外にもスペースを設けるという提案を行った。
[bookmark: _GoBack]（関係職員）
　キャンプ場や焚き火については登別明日や青嶺高等の生徒からも提案があったが、新庁舎周辺は住宅街かつ車通りもある場所であるが、キャンプをする際にそれらは気にならないのか。
（日本工学院　学生）
　個人的な感覚ではあるが、まずはアウトドア活動に触れてみるということが重要であり周辺に住宅街があることや車通りがあることはさほど気にならない。

（登別明日　生徒）
　グランピング施設のデザイン案を２案提案していたが、一般的なドーム型の例２に比べ、例１がサッカーボール型の独創的な形状となっているのはなぜか。
（日本工学院　学生）
　最初に思いついたのが例１であった。新庁舎が災害時の避難場所としても活用されることを知り、災害時にも活用できるよう、耐久力に優れるサッカーボール型を選択した。
（登別明日　生徒）
　例１の施設には備蓄機能もあるとのことであったが、具体的にはどのような機能なのか。
（日本工学院　学生）
　イスの中に収納スペースを作り、長期保存可能な水などを備蓄することを想定している。

●次回日程：令和５年２月中旬を候補とし、部会員との調整の上で決定することとなった。
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